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はじめに 
 

---揖保川地域森林計画の樹立及び一部変更について--- 

 

 
１  揖保川地域森林計画の樹立について 

平成 26 年 4月 1日から平成 36年 3 月 31 日を計画期間とする揖保川地域森林計画は、

平成 25 年 12 月に樹立し、平成 26年 1月 14 日付け兵庫県告示第 25号により公表した。 

  
 
２  揖保川地域森林計画の一部変更の経緯について 

計画の対象とする森林の区域や計画量の変更に伴い、計画内容の一部変更を行い、平成 27

年 1月 16 日付け兵庫県告示第 29 号により公表した。 

 
３  今回変更する揖保川地域森林計画について 

（１） 計画の対象とする森林の区域や計画量の変更に伴い、計画内容の一部変更を行い、

平成 29 年 1 月 17 日付け兵庫県告示第 32 号により公表した。 

（２） 変更箇所にはアンダーラインを付した。 

（３） この変更については、公表の日からその効力を生じるものとする。 
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事 務 所 名 市 町 名

163,794.59

姫 路 市 28,902.92

神 河 町 17,351.11

市 川 町 6,227.78

福 崎 町 2,460.70

小 計 54,942.51

相 生 市 6,809.56

た つ の 市 11,398.36

赤 穂 市 7,964.01

宍 粟 市 46,139.30

太 子 町 639.06

上 郡 町 11,249.21

佐 用 町 24,652.58

小 計 108,852.08

Ⅱ　 計 　画 　事 　項

第１　計画の対象とする森林の区域

　　　地域森林計画の対象とする森林の区域は、森林計画図において表示する区域内の民有

林とする。

　　　また、地域森林計画の対象となる民有林は、次の事項の対象となる。

　（１） 森林法(昭和26年法律第259号)第10条の2第1項の開発行為の許可

　（２） 森林法第10条の7の2第1項の森林の土地の所有者となった旨の届出

　（３） 森林法第10条の8第1項の伐採及び伐採後の造林の届出

（注）１　本計画の対象とする森林は、兵庫県農政環境部農林水産局林務課のほか各事務所

　　　　に備え付ける森林計画図において表示する区域の民有林である。

　　　２　この表に掲げる森林面積は、平成28年3月31日現在のものである。

面積（ha）

総　　　　計

姫 路 農 林 水 産

振 興 事 務 所

光 都 農 林 水 産

振 興 事 務 所
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第２ 森林の整備及び保全に関する基本的な事項 

 

１ 森林の整備及び保全の目標その他森林の整備及び保全に関する基本的な事項 

   

 （２）森林整備及び保全の基本方針 

森林の整備及び保全に当たっては、森林の有する多面的機能を総合的かつ高度に発揮させるた

め、生物多様性の保全及び地球温暖化の防止に果たす役割などを考慮しつつ、適正な森林施業の

実施や森林の保全の確保により健全な森林資源の維持造成を推進する。また、その状況を適確に

把握するため、森林ＧＩＳの効果的な活用を図ることとする。 
具体的には、森林の有する諸機能が発揮される場である「流域」を基本的な単位として、森林

の有する水源涵
かん

養、山地災害防止／土壌保全、快適環境形成、保健・レクリエーション、文化、

生物多様性保全及び木材等生産の各機能を高度に発揮するための適切な森林施業の実施、林道等

の路網の整備、委託を受けて行う森林施業又は経営の実施、保安林制度の適切な運用、山地災害

の防止、森林病害虫や野生鳥獣の被害対策などの森林の保護等に関する取組を推進する。 
森林の有するこれらの機能ごとの森林整備及び保全の基本方針は、次のとおりである。 

 
森林の有 

する機能 
森林整備及び保全の基本方針 

水源涵
かん

養機能 ダム集水区域や主要な河川の上流に位置する水源地周辺の森林並びに地域の用

水源として重要なため池、湧水地、渓流等の周辺に存する森林は、水源涵
かん

養機能の

維持増進を図る森林として整備及び保全を推進することとする。 

具体的には、良質な水の安定供給を確保する観点から、適切な保育・間伐を促進

しつつ、下層植生や樹木の根を発達させる施業を推進するとともに、伐採に伴って

発生する裸地については、縮小及び分散を図ることとする。また、自然条件や県民

のニーズ等に応じ、天然力も活用した施業を推進することとする。ダム等の利水施

設上流部等において、水源涵
かん

養の機能が十全に発揮されるよう、保安林の指定やそ

の適切な管理を推進することを基本とする。 

山地災害防止

機能／土壌保

全機能 

山腹崩壊等により人命・人家等施設に被害を及ぼすおそれがある森林など、土砂

の流出、土砂の崩壊の防備その他山地災害の防備を図る必要のある森林は、山地災

害防止機能／土壌保全機能の維持増進を図る森林として整備及び保全を推進する

こととする。 

具体的には、災害に強い森林を形成する観点から、地形、地質等の条件を考慮し

た上で、林床の裸地化の縮小及び回避を図る施業を推進することとする。また、自

然条件や県民のニーズ等に応じ、天然力も活用した施業を推進することとする。集

落等に近接する山地災害の発生の危険性が高い地域等において、土砂の流出防備等

の機能が十全に発揮されるよう、保安林の指定やその適切な管理を推進するととも

に、渓岸の侵食防止や山脚の固定等を図る必要がある場合には、谷止や土留等の施

設の設置を推進することを基本とする。 

快適環境形成

機能 

県民の日常生活に密接な関わりを持つ里山等であって、騒音や粉塵等の影響を緩

和する森林及び森林の所在する位置、気象条件等からみて風害、霧害等の気象災害

を防止する効果が高い森林は、快適環境形成機能の維持増進を図る森林として整備

及び保全を推進することとする。 

具体的には、地域の快適な生活環境を保全する観点から、風や騒音等の防備や大

気の浄化のために有効な森林の構成の維持を基本とし、樹種の多様性を増進する施

業や適切な保育・間伐等を推進することとする。快適な環境の保全のための保安林

の指定やその適切な管理、防風、防潮等に重要な役割を果たしている海岸林等の保

全を推進することとする。 

保健・レクリ

エーション機

能 

観光的に魅力ある高原、渓谷等の自然景観や植物群落を有する森林、キャンプ場

や森林公園等の施設を伴う森林など、県民の保健・教育的利用等に適した森林は、

保健・レクリエーション機能の維持増進を図る森林として整備及び保全を推進する
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こととする。 

具体的には、県民に憩いと学びの場を提供する観点から、自然条件や県民のニー

ズ等に応じ広葉樹の導入を図るなどの多様な森林整備を推進することとする。ま

た、保健等のための保安林の指定やその適切な管理を推進することとする。 

文化機能 史跡、名勝等の所在する森林や、これらと一体となり優れた自然景観等を形成す

る森林は、潤いある自然景観や歴史的風致を構成する観点から、文化機能の維持増

進を図る森林として整備及び保全を推進することとする。 

具体的には、美的景観の維持・形成に配慮した森林整備を推進することとする。

また、風致のための保安林の指定やその適切な管理を推進することとする。 

生物多様性保

全機能 

全ての森林は多様な生物の生育・生息の場として生物多様性の保全に寄与してい

る。このことを踏まえ、森林生態系の不確実性を踏まえた順応的管理の考え方に基

づき、時間軸を通して適度な攪乱により常に変化しながらも、一定の広がりにおい

てその土地固有の自然条件等に適した様々な生育段階や樹種から構成される森林

がバランス良く配置されていることを目指すものとする。 

とりわけ、原生的な森林生態系、希少な生物が生育・生息する森林、陸域・水域

にまたがり特有の生物が生育・生息する渓畔林などの属地的に機能の発揮が求めら

れる森林については、生物多様性保全機能の維持増進を図る森林として保全するこ

ととする。また、野生生物のための回廊の確保にも配慮した適切な保全を推進する

こととする。 

木材等生産機

能 

林木の生育に適した森林で、効率的な森林施業が可能な森林は、木材等生産機能

の維持増進を図る森林として整備を推進することとする。 

具体的には、木材等の林産物を持続的、安定的かつ効率的に供給する観点から、

森林の健全性を確保し、木材需要に応じた樹種、径級の林木を生育させるための適

切な造林、保育、間伐等を推進することを基本とする。この場合、施業の集団化や

機械化を通じた効率的な整備を推進することを基本とする。 

将来にわたり育成単層林として維持する森林では、主伐後の植栽による確実な更

新を行うこととする。 

  

 

 （３）計画期間において到達し、かつ、保持すべき森林資源の状態等 

期待する機能の発揮に向けた森林への誘導については、育成のための人為の程度、単層・複層と

いう森林の階層構造に着目し、以下の育成単層林・育成複層林・天然生林ごとに示すこととする。 

 

○計画期間において到達し、かつ、保持すべき森林資源の状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）育成単層林：森林を構成する林木を皆伐により伐採し、単一の樹冠層を構成する森林として人

為により成立させ維持される森林。例えば、植栽によるスギ・ヒノキ等からなる

森林。 

区    分 
現況 

（平成 24 年度末） 

計画期末 

（平成 36 年度末） 

面積 (ha) 

育成単層林 ８１，７６２ ８１，２８４ 

育成複層林 ６２１ １，５５３ 

天然生林 ７７，７３２ ７７，２７８ 

森林蓄積（m３/ha） ２２９ ２４１ 
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育成複層林：森林を構成する林木を帯状若しくは群状又は単木で伐採し、一定の範囲又は同一

空間において複数の樹冠層を構成する森林として人為により成立させ維持され

る森林。例えば、針葉樹を上木とし、広葉樹を下木とする森林。 

天然生林： 主として天然力を活用することにより成立させ維持される森林。例えば、天然更

新によるシイ・カシ・ブナ等からなる森林。 
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第３ 森林の整備に関する事項 

 

１ 森林の立木竹の伐採に関する事項（間伐に関する事項を除く。） 

   市町村森林整備計画の策定にあたっては、次に掲げる指針を基準として、市町内の気象、地形、 

  地質、土壌等の自然的条件、森林資源の構成、森林の有する多面的な機能の発揮に対する社会的

要請、施業制限の状況、木材需要等を勘案し立木の伐採に関する計画事項を定めるものとする。 

 

 （１）立木の伐採（主伐）の標準的な方法に関する指針 

    立木竹の伐採のうち主伐については、更新（伐採跡地）（伐採により生じた無立木地）が、

再び立木地となること）を伴う伐採であり、その方法については、皆伐又は択抜によるものと

する。 

    立木の伐採（主伐）にあたっては、森林の有する公益的機能の発揮と森林生産力の維持増進

に配慮して行うこととし、伐採跡地が連続することがないよう、伐採跡地間には、少なくとも

周辺森林の成木の樹高程度の幅を確保するものとする。さらに、林地の保全、雪崩、落石等の

防止、寒風害等の各種被害の防止、風致の維持、及び渓流周辺や尾根筋等の森林における生物

多様性の保全等のため必要がある場合には、所要の保護樹帯を設置することとする。 

また、森林の生物多様性の保全の観点から、施業の実施に当たっては、野生生物の営巣、餌

場、隠れ場として重要な立木の保残に努めることとする。 

伐採後の適確な更新を確保するため、あらかじめ適切な更新の方法を定め、その方法を勘案

して伐採を行うものとする。特に、伐採後の更新を天然更新による場合には、天然稚樹の生育

状況、母樹の保存、種子の結実等に配慮することとする。 

なお、立木の伐採（主伐）の標準的な方法は、市町村森林整備計画において立木の伐採（主

伐）を行う際の規範として定めるものとする。 

 

   ア 皆伐に関する指針 

     皆伐については、主伐のうち択伐以外のものとする。 

     自然条件及び公益的機能の確保の必要性を踏まえ、適切な伐採区域の形状、一か所当たり

の伐採面積の規模及び伐採区域のモザイク的配置に配慮し、適切な更新を図ることとする。 

 

 ○人工林（育成単層林施業）の場合 

① 皆伐は、１箇所あたりの伐採面積を適当な規模とするとともに、伐採箇所についても努

めて分散を図ることとし、落石等の防止、寒風害等の各種被害の防止及び風致の維持等の

ために必要がある場合には保護樹帯を積極的に残すなど、気象害の防止や林地の保全及び

公益的機能の発揮に配慮するものとする。 

② 主伐の時期は、樹種ごとの生産目標に対応する径級に達した時期に行うものとし、公益   

的機能のより高度な発揮及び多様な木材需要に対応できるよう、地域の森林構成等を踏

まえ、多様化、長期化を図るよう努めるものとする。 

③ 「兵庫県の森林施業体系（平成７年１月林務課作成）」を参考にした本計画区における

主伐の目安は次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

-5-



 

     

       

   樹  種   

       

       

 

      標準的な施業体系  

 

  主伐時期 

  の 目 安 

  （年） 

       

   

 

 生産目標 

        

 

仕立て方法 

       

 

期待径級 

   ( ㎝) 

 

   ス  ギ   

 

 一般建築用材 

 

  中仕立て 

 

  ２４ 
 

    ４０ 

 

一般建築用材 

 

  中仕立て  

 

  ３０ 

 

  ６０ 

 

       

   ヒノキ   

       

 

 一般建築用材 

 

  中仕立て 

 

  ２４  

 

    ４５ 

 

 一般建築用材 

 

  中仕立て 

 

  ２６  

 

    ６０ 

 

  マ ツ 

 

 一般材等 

 

  中仕立て 

 

  ２０  

 

    ４０ 

 

 

 ○天然林（育成単層林施業）の場合 

皆伐は植栽が確実に実施されるか、地域の既往の林業施業等から判断してぼう芽の発生や 

稚樹の生育が確実に見込まれ、天然更新が確実な林分で実施するものとする。 

 

   イ 択伐に関する指針 

     択伐については、主伐のうち、伐採区域の森林を構成する立木の一部を伐採する方法であ

って、単木・帯状又は樹群を単位として、伐採区域全体ではおおむね均等な割合で行うもの

とする。 

     択伐にあたっては、森林の有する多面的機能の維持増進が図られる適正な林分構造となる

よう、一定の立木材積を維持するものとし、適切な伐採率によることとする。 

 

○人工林（育成複層林施業）の場合 

① 単木択伐による場合は、森林生産力の増進が図られる適正な林分構造に誘導するよう適

切な伐採率、繰り返し期間により行うものとする。 

② 群状択伐、帯状択伐による場合は、適切な伐採区域の形状、伐採面積の規模、伐採箇所

の分散等に配慮して行うものとする。 

    ③ 林地生産力が低い森林や、山地災害等の危険の高い森林では、強度の間伐で下層植生の

生育に適した相対照度とし、複層林施業の導入を図るものとする。 

 

○天然林（育成複層林施業）の場合 

    人為と天然力の適切な組み合わせにより複数の樹冠層を構成する森林に確実に誘導する観点

から、気候、地形、土壌等の自然条件を踏まえ、森林を構成している樹種、林分構造等を勘

案し、稚樹や母樹の保存、優良なぼう芽を発生させることに配慮し、伐採を行うものとする。 
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２ 造林に関する事項                          

 

（１）人工造林に関する指針 

    人工造林については、植栽によらなければ適確な更新が困難な森林や多面的機能の発揮の必

要性から植栽を行うことが適当である森林において行うこととする。人工造林に関することに

ついては、市町村森林整備計画において人工造林を行う際の規範として定めるものとする。 

 

ア 人工造林の対象樹種に関する指針 

      市町村森林整備計画における植栽樹種の選定にあたっては、第１に土壌、地質及び周囲の

自然環境に適応し、諸害に耐えて健全に育成するよう適地適木を基本に、第２には従来から

の活着や成長の状況を勘案し、良好な生育が見込まれるものとし、さらに、地域における造

林種苗の需給動向及び木材の利用状況等も勘案し、広葉樹や郷土樹種を含む幅広い樹種を定

めるものとする。 

      なお、人工造林においては、花粉症が社会問題化している現状を踏まえ、花粉の少ない品

種への転換に努めるものとする。 

        また、風致の維持や生物多様性の確保のために標準以外の樹種を植栽する場合にあっては、

その地域を市町村森林整備計画においてこれを定める。 

 

イ 人工造林の標準的な方法に関する指針 

    

○人工林の植栽本数の指針について 

        植栽本数は、主要樹種について、「兵庫県の森林施業体系」にある下表の植栽本数を基礎 

   として、既往の植栽本数を勘案し、市町村森林整備計画において定めるものとする。 

    また、コンテナ苗の活用や伐採と造林の一貫作業システムの導入に努めることとする。 

 

 

樹  種 

 

仕立て方法 

 

植栽本数（本／ｈａ） 

 

ス   ギ 

 

中 仕 立 て 

 

３，５００ 

 

ヒ ノ キ 

 

中 仕 立 て 

 

３，５００ 

 

マ   ツ 

 

中 仕 立 て 

 

４，０００ 

 

 

○人工林（育成単層林施業）の場合 

① 植栽時期は、早春と晩秋の２期に分けられる。気候、苗木の生理的条件、労務関係等を

考慮して決定する。 

② 植付け方法は、植付けた苗木が活着し、健全な成長を行うため優良な苗木を選び、てい

ねいに植付ける。 

なお、造林用苗木には、県優良種苗需給調整要綱に基づいて生産流通する苗木を用いる

ものとする。 

③ 緩傾斜地に位置し、林地生産力が高い用材生産の適地では、針葉樹等による再造林を行

うこととし、用材生産に適さない森林や急傾斜地では、広葉樹の植栽による広葉樹林化を

図るなどモザイク的な配置とする。 

    ④ 用材生産を目的としない環境林等の場合は、現地の状況等に応じた植栽本数とする。 
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   ○人工林（育成複層林施業）の場合 

景観の保全等の社会的ニーズや、山地災害等の危険の高い森林では天然力等を活用した広葉

樹の導入による針広混交林化を図ることにより、複層林に誘導する。 

 

○天然林（育成単層林施業、育成複層林施業）の場合 

植え込み本数は、天然稚樹等の有無及びその配置等を勘案して決定し、植栽木とともに生育

が期待できる有用天然性稚幼樹については、努めて保残する。 

      

   ウ 伐採跡地の人工造林をすべき期間に関する指針 

    森林の有する公益的機能の維持及び早期回復並びに森林資源の造成のため、伐採跡地の人工造

林をすべき期間は、伐採が終了した日を含む年度の翌年度の初日から起算して、皆伐の場合は

２年、択伐の場合は５年とする。なお、伐採跡地の人工造林をすべき期間は、市町村森林整備

計画において人工造林を行う際の規範として定められる。 

 

（２）天然更新に関する指針 

天然更新については、気候、地形、土壌等の自然的条件、林業技術体系等からみて、主とし

て天然力を活用することにより適確な更新が図られる森林において行うこととする。天然更新

に関する指針については、市町村森林整備計画において天然更新を行う際の規範として定める

ものとする。 

 

 ア 天然更新の対象樹種に関する指針 

後継樹として更新の対象とする高木生の樹種を次のとおり定める。 

スギ、ヒノキ、アカマツ、クロマツ、クリ・ナラ類、シイ・カシ類、ブナ、ホオノキ、ケヤ

キ、ミズメ、ヌルデ、シロダモ、リョウブ、ヤマウルシ、ヤマハゼ、ネズミモチ、ヤブニッケ

イ、ヤブツバキ、タブノキ、クスノキ、ヤマザクラ、ヤマモモ等、その他県内に自生し高木性

の樹種を対象とする。 

またぼう芽による更新が可能な樹種は、上記のうちスギ、ヒノキ、アカマツ、クロマツを除

いたものとする。 

 

イ 天然更新の標準的な方法に関する指針 

   天然下種更新による場合には、それぞれの森林の状況に応じて、地表処理、刈出し、植込

み等の天然更新補助作業を行うこととする。 

・ 地表処理については、ササや粗腐植の堆積等により天然下種更新が阻害されている箇所

において、かき起こし、枝条整理等の作業を行うこととする。 

・ 刈出しについては、ササなどの下層植生により天然稚樹の生育が阻害されている箇所に

ついて行うこととする。 

・ 植込みについては、天然稚樹等の生育状況等を勘案し、天然更新の不十分な箇所に必要

な本数を植栽することとする。 

ぼう芽更新による場合には、ぼう芽の発生状況等を考慮し、必要に応じ、芽かき又は植

込みを行うこととする。 

天然更新すべき本数は、３，０００本／haとする。これは、期待成立本数１０，０００

本／haに１０分の３（立木度）を乗じたものとする。天然更新をすべき期間における、更

新樹種の成立本数が３，０００本／haに満たない場合には、速やかな更新を図る観点から、

天然更新補助作業又は植栽により更新を行うものとする。また更新樹種の確実な成立のた

めに、更新樹種の生存、生長を阻害する競合植物（ササ、低木、シダ類、キイチゴ類、高

茎草本等）など周辺の植生の草丈に一定程度の余裕高を加えた樹高以上のものを成立本数

の対象とする。なお、天然更新の標準的な方法は市町村森林整備計画において天然更新を

行う際の規範として定めるものとする。 
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ウ 伐採跡地の天然更新をすべき期間に関する指針 

    伐採跡地の天然更新をすべき期間は、伐採が終了した日を含む年度の翌年度の初日から起算

して伐採後５年以内とする。ただし、自然条件、周辺環境等によっては、森林の有する公益

的機能の維持を発揮するため、早期回復を図ることとする。 

 

 

３ 間伐及び保育に関する基本的事項 

 

 市町村森林整備計画の策定に当たっては、次に掲げる指針を基準として市町内の気象、地質、

土壌等の自然条件、森林資源の構成、森林の有する諸機能の発揮に対する社会的要請、間伐、保

育の実施状況等を勘案し、森林の質的向上と健全性の維持が図られるよう、森林の状況に応じて

適時適切な間伐・保育の方法を定めるものとする。なお、間伐・保育の標準的な方法は、以下各

事項を指針とするほか「兵庫県の森林施業体系」を参考とするものとする。 

 

（１）間伐を実施すべき標準的な林齢及び間伐の標準的な方法に関する指針 

    間伐にあたっては、森林資源の質的向上を図るとともに、適度な下層植生を有する適正な林分

構造が維持されるよう、適切な伐採率により繰り返し行うこととする。特に、高齢級の間伐に

あたっては、立木の成長力に留意することとする。 

       また、森林の立木の生育の促進並びに林分の健全化及び利用価値の向上を図るため、下表に示

す内容を基礎とし、既往における間伐の方法を勘案して、林木の競合状態等に応じた標準的な

間伐の開始時期、繰り返し期間、間伐率、間伐木の選定方法その他必要な事項の目安を定める

ものとする。 

なお、間伐は、材積に係る伐採率が３５％以下であり、かつ、伐採年度の翌年度の初日から起

算しておおむね５年後においてその森林の樹冠疎密度が１０分の８以上に回復することが確実

であると認められる範囲内で行うものとし、その標準的な方法は、市町村森林整備計画において

立木の伐採（間伐）を行う際の規範として定められるものである。 
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樹 種 

 

施業体系 

 

間伐時期（年） 

 

間伐の方法 

 

生 産 

目 標 

 

 

植栽本数 

（ha当たり） 

 

初 

 

回 

 

２ 

回 

目 

 

３ 

回 

目 

 

４ 

回 

目 

 

材積間伐率 

 

 

選木基準 

 

 

ス ギ 

 

 

中径材 

    

伐期  

 40年 

 

3,500 本 

中仕立て 

 

15 

 

20 

 

25 

 

30 

 

おおむね２０

～３０％ 

 間伐率は枯損や除伐で 

2,900本（40年生伐期）、

2,600本（60年生伐期）成

立状態から間伐を開始す

るものと仮定し算出した。 

初回は形質不良木から

順に選木することとする

が、不良木のみでなく満遍

なく間伐を行うものとす

る。 

  ２回目以降は、主伐時 

まで残存すべき優れた形 

質の木を選択し、それ以 

外の木を適正な間隔をお 

いて選木する。     

 中径材 

    

伐期  

 60年 

3,500 本 

中仕立て 

18 25 31 40 

 

ヒノキ 

   

 

柱  材 

    

伐期  

 45年 

    

    

 

3,500 本 

中仕立て 

   

 

22 

 

30 

  

 

37 

 

－ 

 

おおむね２０

～３０％ 

間伐率は枯損や除伐で 

2400本成立状態から間伐 

を開始するものと仮定し 

算出した。初回は形質不 

良木から順に選木するこ 

ととするが、不良木のみ 

でなく満遍なく間伐を行 

うものとする。 

  ２回目以降は、主伐時 

まで残存すべき優れた形 

質の木を選択し、それ以 

外の木を適正な間隔をお 

いて選木する。     

中径材 

 

 

3,500本 

中仕立て 

22 30 37 45 

   （注） 時期（林齢）及び間伐率は、地位や生産目標が異なることにより植栽本数が上記以外の  

     場合もあるので、地位の良否、植栽本数の多少に応じて、調整すること。 
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５ 林道等の開設その他林産物の搬出に関する事項  

 

（１）林道等の開設及び改良に関する基本的な考え方  

林道（林業専用道を含む。以下同じ。）は、適正な森林の整備による公益的機能の

高度発揮、効率的かつ安定的な林業経営の確立のほか、森林の総合的利用、山村地域

の生活環境の整備、地域産業の振興等にとって重要な役割を果たしているため、林道

と森林作業道を適切に組み合わせた路網整備を進める。 

また、自然条件や社会的条件が良く、将来にわたり育成単層林として維持する森林

を主体に整備を加速化させるなど、森林施業の優先順位に応じた整備を推進すること

とする。 

 ○基幹路網の現状 

区分 路線数 延長（km） 

区分 349 505 
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第４ 森林の保全に関する事項 

２ 保安施設に関する事項 

 

（２）保安施設地区の指定に関する事項 

   該当なし 

 

（３）治山事業の実施に関する事項 

    台風等の集中豪雨等により荒廃した森林については、治山施設の設置と森林整備を一体的に

組み合わせるなど効果的・効率的な防災対策を展開し、保安林機能の回復を図る。 

 

 

３ 鳥獣害の防止に関する事項 

 市町村森林整備計画の策定にあたっては、次にあげる方針を基準として、鳥獣害防止森林区域及

び当該区域内における鳥獣害の防止の方法を定めるものとする。 

 

（１）鳥獣害防止森林区域の基準及び当該区域における鳥獣害の防止の方法に関する方針 

 ア 区域の設定の基準 

「鳥獣害防止森林区域の設定に関する基準について」（平成28年10月20日付け28林整研第180

号林野庁長官通知）に基づき、シカを対象鳥獣とし、当該対象鳥獣による森林被害の状況等を

把握できる全国共通のデータ等に基づき、林班を単位として鳥獣害を防止するための措置を実

施すべき森林の区域を定めることとする。 

イ 鳥獣害の防止の方法に関する方針 

当計画区では、森林の適確な更新及び造林木の確実な育成を図ることを旨として、シカ被害

対策として、シカ被害から直接造林地を守るため防護柵を設置するなど、鳥獣害防止対策を推

進する。 

その際、関係行政機関等と連携した対策を推進することとし、鳥獣保護管理施策や農業被害

対策等との連携・調整するよう努めることとする。 

 

 

（２）その他必要な事項 

   鳥獣害の防止の方法の実施状況を確認する方法については、必要に応じて各種会議での情報交

換、区域内で森林施業を行う林業事業体や森林所有者等からの情報収集、植栽木の保護措置の実

施箇所への調査・巡回等に努めるものとする。 

 

 

４ 森林病害虫の駆除及び予防その他の森林の保護に関する事項 

 

（２）鳥獣による森林被害対策の方針（３に掲げる事項を除く） 

３（１）アにおいて定める対象鳥獣以外の鳥獣による森林被害及び鳥獣害防止森林区域外にお

ける対象鳥獣による森林被害については、その防止に向け、シカ被害防止施策等と連携を図りつ

つ、野生鳥獣の被害や生息の動向に応じた広域かつ効果的な森林被害対策を推進すると共に、地

域の実情を踏まえ野生鳥獣との共存にも配慮した対策を適切に推進する。 
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単位　材積：1,000 

総数 針葉樹 広葉樹 総数 針葉樹 広葉樹 総数 針葉樹 広葉樹

2,958 2,927 31 442 411 31 2,516 2,516 0

前半5ヵ年
の計画量

1,478 1,463 15 220 205 15 1,258 1,258 0

前半5ヵ年の計画量 1,533 1,360

区分 人工造林 天然更新

単位　面積：ha

第６　計画量等

１　伐採立木材積

区分

総数 主伐 間伐

総数 3,066 2,720

総数

３　人工造林及び天然更新別の造林面積
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４　林道の開設又は拡張に関する計画

種類 区分 位置

（市町）

開設 78 路線 13,452

49 路線 266 箇所 13,516 改良

27 路線 9,580 舗装

開設 自動車道 林道 姫路市 201 - 1 熊部線 4,200 158

自動車道 林道 姫路市 201 - 2 小屋谷線 700 117

自動車道 林道 姫路市 201 - 3 千畳・阪水線 700 97

自動車道 林道 姫路市 201 - 4 足谷線 700 95

自動車道 林道 姫路市 201 - 5 関・一宮線 600 80

拡張 自動車道 林道 姫路市 201 - 6 雪彦・峰山線 10 箇所 710 ○ 改良

1,000 710 ○ 舗装

自動車道 林道 姫路市 201 - 7 塩田線 1 箇所 35 ○ 改良

開設 計 5 路線 6,900 547

2 路線 11 箇所 745 改良

1 路線 1,000 710 舗装

開設 自動車道 林道 神河町 446 - 1 千ケ峰・三国岳線 15,500 1,813 ○

自動車道 林道 神河町 446 - 2 根宇谷線 2,500 202

自動車道 林道 神河町 446 - 3 福山線 1,500 462 ○

自動車道 林道 神河町 446 - 4 東山田線 1,700 100

自動車道 林道 神河町 446 - 5 城山太田池線 9,000 500

自動車道 林道 神河町 446 - 6 平イソ福井線 4,000 240

自動車道 林道 神河町 446 - 7 大谷山線 5,500 78

自動車道
林業専用道

指定林道
神河町 446 - 16 神河１号線 4,500 270

自動車道
林業専用道

指定林道
神河町 446 - 17 神河２号線 2,500 158

拡張 自動車道 林道 神河町 446 - 8 寺谷線 1 箇所 31 改良

自動車道 林道 神河町 446 - 9 黒川新田線 2,555 765 ○ 舗装

自動車道 林道 神河町 446 - 2 根宇谷線 1 箇所 202 改良

550 202 舗装

自動車道 林道 神河町 446 - 10 峰山砥峰線 31 箇所 144 改良

4,100 144 舗装

自動車道 林道 神河町 446 - 11 市川左岸線 10 箇所 140 ○ 改良

2,000 140 舗装

自動車道 林道 神河町 446 - 12 水谷線 1  箇所 289 ○ 改良

3,449 289 ○ 舗装

自動車道 林道 神河町 446 - 13 雪彦・峰山線 14 箇所 390 ○ 改良

800 390 ○ 舗装

自動車道 林道 神河町 446 - 14 峰山線 15 箇所 393 ○ 改良

500 393 ○ 舗装

自動車道 林道 神河町 446 - 1 千ケ峰・三国岳線 12 箇所 1,813 ○ 改良

2,000 1,813 ○ 舗装

自動車道 林道 神河町 446 - 15 千町・段ケ峰線 12 箇所 699 ○ 改良

1,800 226 ○ 舗装

開設 計 9 路線 46,700 3,823

9 路線 97 箇所 4,101 改良

9 路線 17,754 4,362 舗装

開設 自動車道 林道 市川町 442 - 1 谷山線 1,000 124

自動車道 林道 市川町 442 - 2 大山線 1,000 96

拡張

拡張

総　　　　計

145,984

拡張
46,983

延長及び

路線番号 箇所数

面　積

（ha）（ｍ）

拡張

・

開設

路  線　名

利用区域

前半５ヵ

年の計画

箇所

備考
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種類 区分 位置

（市町）

延長及び

路線番号 箇所数

面　積

（ha）（ｍ）

拡張

・

開設

路  線　名

利用区域

前半５ヵ

年の計画

箇所

備考

自動車道 林道 市川町 442 - 3 奥谷線 800 68

自動車道 林道 市川町 442 - 4 加茂地支線 550 90

自動車道 林道 市川町 442 - 5 忍辱奥山線 800 65

自動車道 林道 市川町 442 - 6 御船線 900 65

自動車道 林道 市川町 442 - 7 岩戸奥山線 800 90

自動車道 林道 市川町 442 - 8 寺谷線 1,500 58

自動車道 林道 市川町 442 - 9 東奥山線 10 箇所 148 改良

自動車道 林道 市川町 442 - 10 笠形線 11 箇所 1,065 ○ 改良

1,000 1,065 ○ 舗装

開設 計 8 路線 7,350 656

拡張 2 路線 21 箇所 1,213 改良

1 路線 1,000 1,065 舗装

開設 自動車道 林道 福崎町 443 - 1 大内線 500 107

自動車道 林道 福崎町 443 - 2 亀坪線 750 132

拡張 自動車道 林道 福崎町 443 - 3 笠形線 10 箇所 186 ○ 改良

500 186 ○ 舗装

開設 計 2 路線 1,250 239

拡張 1 路線 10 箇所 186 改良

1 路線 500 186 舗装

開設 24 路線 62,200 5,265

14 路線 139 箇所 6,245 改良

12 路線 20,254 6,323 舗装

開設 自動車道 林道 相生市 208 - 1 光都・菖蒲谷線 2,000 82

開設 計 1 路線 2,000 82

開設 自動車道 林道 佐用町 501 - 1 日名倉山線 2,000 534

自動車道 林道 佐用町 501 - 2 秀谷線 500 53

自動車道 林道 佐用町 501 - 3 水谷線 300 7

自動車道 林道 佐用町 501 - 4 塩谷山西線 500 20

自動車道 林道 佐用町 501 - 5 サラエ線 500 357

自動車道 林道 佐用町 501 - 6 岩野線 500 27

自動車道 林道 佐用町 501 - 7 桑村線 500 87

自動車道 林道 佐用町 501 - 8 丸山・石井線 1,000 54

自動車道 林道 佐用町 501 - 9 滝谷・奥村線 1,000 151

自動車道 林道 佐用町 501 - 10 久崎・吉永線 6,500 828

自動車道 林道 佐用町 501 - 1 日名倉山線 4,700 205

自動車道 林道 佐用町 501 - 11 弦谷滝谷線 500 47

自動車道 林道 佐用町 501 - 12 本谷添谷線 500 256

自動車道 林道 佐用町 501 - 13 奥渓線 500 63

拡張 自動車道 林道 佐用町 501 - 14 金谷線 1 箇所 9 改良

自動車道 林道 佐用町 501 - 15 梶屋ノ奧線 1 箇所 38 改良

自動車道 林道 佐用町 501 - 16 三角畑線 1 箇所 66 改良

自動車道 林道 佐用町 501 - 17 虚谷支線 1 箇所 42 改良

自動車道 林道 佐用町 501 - 18 宮ノ谷線 1 箇所 105 改良

自動車道 林道 佐用町 501 - 19 長林線 1 箇所 65 改良

自動車道 林道 佐用町 501 - 20 池ノ内線 1 箇所 43 改良

自動車道 林道 佐用町 501 - 21 鎌倉線 1 箇所 179 改良

自動車道 林道 佐用町 501 - 22 奥山線 1 箇所 147 改良

拡張
振興事務所計

拡張

姫路農林水産
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種類 区分 位置

（市町）

延長及び

路線番号 箇所数

面　積

（ha）（ｍ）

拡張

・

開設

路  線　名

利用区域

前半５ヵ

年の計画

箇所

備考

開設 計 14 路線 19,500 2,689

拡張 9 路線 9 箇所 694 改良

開設 自動車道 林道 たつの市 229 - 1 光都・菖蒲谷線 241 6

自動車道 林道 たつの市 229 - 2 宮内平野線 488 24

自動車道 林道 たつの市 229 - 3 大谷福原線 3,930 324

自動車道 林道 たつの市 229 - 1 光都・菖蒲谷線 1,780 39

拡張
自動車道 林道 たつの市

229
-

4 上笹線 1,030 97 舗装

開設 計 4 路線 6,439 393

拡張 1 路線 1,030 97 舗装

開設 自動車道 林道 宍粟市 227 - 1 木ノ見線 500 40

自動車道 林道 宍粟市 227 - 2 前ノ谷線 500 54

自動車道 林道 宍粟市 227 - 3 若杉線 500 36

自動車道 林道 宍粟市 227 - 4 エマン谷線 700 161

自動車道 林道 宍粟市 227 - 5 与泰寺線 600 80

自動車道 林道 宍粟市 227 - 6 矢柄支線 500 43

自動車道 林道 宍粟市 227 - 7 森谷線 700 44

自動車道 林道 宍粟市 227 - 8 三木線 500 64

自動車道 林道 宍粟市 227 - 10 富土野遊屋線 2,500 288

自動車道 林道 宍粟市 227 - 11 黒原青菜線 1,500 236

自動車道 林道 宍粟市 227 - 12 深河線 5,000 459

自動車道 林道 宍粟市 227 - 13 空線 500 68

自動車道 林道 宍粟市 227 - 14 高野沼谷線 8,000 991

自動車道 林道

指定林道

宍粟市 227 - 15

前地・カンカケ線 11,445 513 ○

開設 自動車道 林道 宍粟市 227 - 16 若杉坂ノ谷線 2,500 139

自動車道 林道 宍粟市 227 - 17 深河谷東山線 1,000 309

自動車道 林道 宍粟市 227 - 18 深山岩上線 400 77

自動車道 林道 宍粟市 227 - 19 南垣内線 700 32

自動車道 林道 宍粟市 227 - 20 柳線 1,000 116

自動車道 林道 宍粟市 227 - 21 北山線 1,000 100

自動車道 林道 宍粟市 227 - 22 飯見大サコ線 1,000 68

自動車道 林道 宍粟市 227 - 23 日名倉山線 2,000 211

自動車道 林道 宍粟市 227 - 24 笹ケ谷線 1,200 61

自動車道 林道 宍粟市 227 - 25 新口線 3,100 66

自動車道 林業専用道 宍粟市 227 - 101 小杉線 400 50 ○

自動車道 林業専用道 宍粟市 227 - 102 大谷線 700 90 ○

自動車道 林業専用道 宍粟市 227 - 103 岡ノ上・東線 1,000 80 ○

自動車道 林業専用道 宍粟市 227 - 104 大路線 500 80 ○

自動車道 林業専用道 宍粟市 227 - 105 赤谷線 400 50 ○

自動車道 林業専用道 宍粟市 227 - 106 別所線 1,000 100 ○

自動車道 林業専用道 宍粟市 227 - 107 鷹巣・小茅野線 800 70 ○

自動車道 林業専用道 宍粟市 227 - 108 岩上谷線 900 32 ○

自動車道 林業専用道 宍粟市 227 - 109 藤ヶ谷線 600 117 ○

自動車道 林業専用道 宍粟市 227 - 110 平畑・岡城線 600 68 ○

自動車道 林業専用道 宍粟市 227 - 111 キタ線 1,600 30 ○
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種類 区分 位置

（市町）

延長及び

路線番号 箇所数

面　積

（ha）（ｍ）

拡張

・

開設

路  線　名

利用区域

前半５ヵ

年の計画

箇所

備考

拡張 自動車道 林道 宍粟市 227 - 28 高尾線 3 箇所 641 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 29 小矢野線 10 箇所 303 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 30 矢野線 5 箇所 142 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 31 嶋ノ谷線 4 箇所 89 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 32 新谷線 1 箇所 120 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 33 細野白口線 1 箇所 273 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 34 塩田葛根線 1 箇所 163 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 35 千町線 2 箇所 403 改良

3,027 403 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 36 大河内線 1 箇所 229 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 37 岡ノ上線 2 箇所 218 改良

3,600 218 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 38 小の倉線 3 箇所 411 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 39 東市場線 5 箇所 556 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 40 砂出線 3 箇所 95 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 41 黒尾線 3 箇所 273 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 9 千町・段ケ峰線 13 箇所 448 ○ 改良

6,000 666 ○ 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 42 雪彦・峰山線 12 箇所 159 ○ 改良

500 159 ○ 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 43 峰山線 17 箇所 628 ○ 改良

1,000 628 ○ 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 44 瀞川・氷ノ山線 10 箇所 136 ○ 改良

800 136 ○ 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 45 丸岩線 1 箇所 65 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 46 宮ノ谷線 2 箇所 95 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 47 屋敷線 4 箇所 71 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 48 引原奥山線 3 箇所 271 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 49 家ノ奥谷線 5 箇所 47 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 50 今市線 5 箇所 46 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 51 中山線 1,140 81 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 52 上東山線 840 96 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 53 安賀線 1,597 75 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 54 ハカジ線 1,355 78 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 55 ウツノミ線 820 100 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 56 平桑線 720 240 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 57 新口線 3,100 66 舗装

自動車道 林道 宍粟市 227 - 58 鍋坂線 1,200 214 舗装

拡張 自動車道 林道 宍粟市 227 - 59 大通中江線 1 箇所 334 改良

自動車道 林道 宍粟市 227 - 60 河久保線 1 箇所 361 改良

開設 計 35 路線 55,845 5,023

拡張 26 路線 118 箇所 6,577 改良

14 路線 25,699 3,160 舗装

開設 54 路線 83,784 8,187

拡張 35 路線 127 箇所 7,271 改良

15 路線 26,729 3,257 舗装

光都農林

振興事務所計
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216 108

288 144

201 101

705 353

151 76

156 78

181 91

488 245

68 34

60 30

43 22

171 86

1,364 684

0 0 指定理由の消滅

0 0 指定理由の消滅

1 1 指定理由の消滅

1 1

1 1 指定理由の消滅

2 1 指定理由の消滅

2 1 指定理由の消滅

4 3

0 0 指定理由の消滅

- -

0 0 指定理由の消滅

0 0

5 4
注：四捨五入のため、積み上げと小計、計の値は一致しない。

指定又は解除を
必要とする理由

備考
流域

前半５カ年
の計画面積

計

災害の防備 加古川～揖保川

揖保川

千種川

千種川

小計
保健・風致等

揖保川

小計

指定／
解除

種類
森林の所在

加古川～揖保川

解除
水源の涵

かん

養
加古川～揖保川

揖保川

千種川

小計

面積(ha)

千種川

小計
保健・風致等 加古川～揖保川

揖保川

千種川

小計

計

前半５カ年
の計画面積

指定
水源の涵

かん

養
加古川～揖保川

揖保川

千種川

小計
災害の防備 加古川～揖保川

揖保川

５　保安林整備及び治山事業に関する計画
（１）　保安林として管理すべき森林の種類別面積等

　　　②　計画期間内において保安林の指定又は解除を相当とする森林の種類別の所在及び面積等

指定／
解除

種類
森林の所在 面積(ha) 指定又は解除を

必要とする理由
備考

流域
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